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Functions United States United Kingdom Germany France Japan
機関の種類 アメリカ イギリス ドイツ フランス 日本
The Executive and its Relevants 行政およびその関連機関
Head of the Executive 行政機関の長 大統領 首相 首相 首相* 首相
National Policy Making (including Interministerial Policy Making) 国家政策形成（省際政策形成を含む）
Assistant Body 補佐機関
Assistant to the Head of the Exectuive 科学技術大統領補佐官 CSA － （首相の官房(Cabinet) －
行政機関の長に対する補佐官 　の顧問(コンセイエ)）
Assistant to the Minister in charge of － CSA － （大臣の官房(Cabinet) －
Science and Technology 　の顧問(コンセイエ)）
科学技術担当大臣に対する補佐官
Assistant Organization 補佐組織 OSTP OST BMBF MENRT 科学技術庁
Advisory Body 助言機関 PCAST CST RFTI CSRT 科学技術会議
Foresight Steering Group CNESR
COS（休止中）
Recommendatory Body － － Wissenschaftsrat － 日本学術会議
勧告機関（課題に対する勧告）
Supporting Body (analysis, survey) CTI （専属） SPRU，PREST等 FhG-ISI等 OST等 （NISTEP-STA）
支援機関（分析，調査）
Interministerial Policy Making (Bottom-up Type) 省際政策形成・実施（ボトムアップ・タイプ）
Interministerel Coordination Body NSTC EA 科学・研究関係閣僚 CIRST（休止中） 科学技術会議






Interministerial Policy Execution (Top-down Type) 省際政策実施（トップダウン・タイプ）
Interministerial Coordination Execution System 省際政策実施システム
Institution 制度 NSTC projects Foresight LINK Awards － － －
　programmes
Organization 組織 NSTC － － － －
Policy Evaluation 政策評価
Recommendatory Body based on NPR Wissenschaftsrat CSE-CGP-SGG 総務庁行政監察局
Evaluation CNER
評価に基づく勧告機関 CNE
Evaluation System 外部評価システム GPRA customer-contractor 管理者による下部機関 外部評価機関による 被評価組織の委託に
　（自己戦略計画の 　(顧客-請負者)関係に 　の外部評価 　評価 　基づく外部評価
　　議会予算過程に 　基づくパフォーマン
　　おける評価） 　ス評価
Control of the Executive 行政統制機関
Recommendatory Body based on Audit GAO NAO － － －
統制機関（監査に基づく勧告）
The Legislative 立法機関
Supporting Body CRS POST TAB OPECST －
支援機関（分析，調査）
The External 外部機関
Suggsting Body 提言機関 Academy Complex Royal Society， Académie des Sciences 日経調

















Assistant to the President for Science and Technology （科学技術担当大統領補佐官）
OSTP: Office of Science and Technology Policy （科学技術政策局）－EOP: Executive Office of
the President （大統領府）を構成する機関の一つである．
PCAST: President’s Committee of Advisors on Science and Technology （大統領科学技術顧問委
員会）
CTI: Critical Technologies Institute （クリティカル技術研究所）
NSTC: National Science and Technology Council （国家科学技術会議）
NRC: National Performance Review （国家業績評価機構）
GPRA: Government Performance and Result Act （政府業績成果法）－機関ではなく，制度の
名称である．
NPR: National Research Council （全米研究評議会）




CRS: Congressional Research Service （議会研究支援機構）
GAO: General Accounting Office （会計検査院）－議会に属する機関の一つである．
5United Kingdom イギリス
The Prime Minister （首相）
CSA: Government’s Chief Scientific Adviser （政府主席科学顧問官）
OST: Office of Science and Technology （科学技術庁）－1995年に，Cabinet Office （内閣府）
内からDTI: Department of Trade and Industry （貿易産業省）内に移管されたが，各省
間の調整機能を保証するために，DTI本体の影響を受けないよう“輪で囲まれて”お
り，たとえば，OSTの長であるCSAは，DTIの Permanent Secretary（事務次官に相当
する）と並立しており，首相や科学技術担当閣内大臣（現在のPresident of the Board of
Trade，すなわち貿易産業大臣に相当する），科学技術担当閣外大臣と，直接，面会す
ることができる．
CST: Council for Science and Technology （科学技術会議）




SPRU: Science and Technology Policy Research （科学・技術政策研究）－University of Sussex
（サセックス大学）の中の一機関である．科学・技術政策およびイノベーションに関す
る高等教育および研究を行っている．
PREST: Policy Research in Engineering, Science and Technology （工学・科学・技術政策研究）
－Univeristy of Manchester （マンチェスター大学）の中の一機関である．科学・技術
政策およびイノベーションに関する高等教育および研究を行っている．
EA: Ministerial Committee on Economic Affaires （経済閣僚委員会）
Ministerial Foresight Group （閣僚フォーサイト・グループ）－「Foresight Programme （フォー
サイト・プログラム）」の運営に対応する閣僚によって構成されるグループである．
EASO: Cabinet Committee on Science and Technology （科学技術内閣委員会）
SEBCC: Science and Engineering Base Coordinating Committee （科学工学基盤調整会議）






RAE: Royal Academy of Engineering （王立工学アカデミー）
POST: Parliamantary Office of Science and Technology （科学技術議会室）－House of Com-
6mons （平民院；下院）とHouse of Lords （貴族院；上院）の双方からの資金に基づい
て運営されている，期限付き（更新可能）の機関である．
NAO: National Audit Office （監査院）－議会の機関である．
Germany ドイツ
Bundeskanzler （首相）
BMBF: Bundesministerium für Bildung, Wissenschaft, Forschung und Technologie （連邦教育科
学研究技術省）




FhG-ISI: Fraunhofer-Institut für Systemtechnik und Innovationsforschung （フラウンホーファ ・ー
システム・イノベーション研究所）－ Fraunhofer Gesellschaft （フラウンホーファー協
会）の研究所の一つである．
Interministerielle Ausschuß für Wissenschaft und Forschung （科学・研究関係閣僚委員会）
BLK: Bund-Länder-Kommission für Bildungsplanung und Forschungsförderung （教育計画・研
究振興連邦州委員会）－連邦政府内の省際調整機関ではなく，連邦政府と各州政府の
あいだの調整を図る機関である．
TAB: Büro für Technikfolgen-Abschätzung beim Deutschen Bundestag （ドイツ議会技術アセス
メント室）－ FZK: Forschungszentrum Karlsruhe GmbH （カールスルーエ研究センター
有限責任会社）の中の ITIS: Institut für Technikfolgenabschätzung und Systemanalyse （技
術アセスメント・システム分析研究所）の中に位置する特別な一つの組織ユニットで
あり，ドイツ議会のための技術アセスメントを行っている．なお，FZKは，HGF:






Conseiller Enseignement Supérieur, Recherche et Technique （高等教育研究技術顧問）
Conseillers Techniques （コンセイエ・テクニーク，技術顧問）［複数］－ここでの「技術」
は，“科学技術”の技術というよりも，“専門”という意味での技術を表す．
7MENRT: Ministère de l’Éducation Nationale, de la Recherche et de la Technologie （国民教育研究
技術省）
CSRT: Conseil Supérieur de la Recherche et de la Technologie （研究技術高等会議）
CNESR: Conseil National de l’Enseignement Supérieur et de la Recherche （高等教育研究全国会
議）
COS: Comité d’Orientation Stratégique （戦略的オリエンテーション委員会）
OST: Observatoire des Scieinces et des Techniques （科学技術観測所）
CIRST: Comité Interministériel de la Recherche Scientifique et Technique （科学的・技術的研究
関係閣僚委員会）
CSE-CGP-SGG: Conseil Scientifique de l’Évaluation, Commissariat Général du Plan, Secrétariat
Général du Gouvernement （政府事務総局 計画総庁 評価科学会議）
CNER: Comité National d’Évaluation de la Recherche （研究評価全国委員会）
CNE: Comité National d’Évaluation des établissements public à caractère scientifique, culturel et
professionnel （科学的・文化的・職業的性格公施設評価全国委員会）
Académie des Sciences （科学アカデミー）
CADAS: Conseil pour les Applications de l’Académie des Sciences（科学アカデミー適応会議）
OPECST: Office Parlementaire d’Évaluation des Choix Scieintifiques et Technologiques （科学的・
技術的選択肢評価議会室）
Japan 日本
NISTEP-STA: National Instutite of Science and Technology Policy, Science and Technology Agency
（科学技術庁科学技術政策研究所）
NIRA: National Institute for Research Advancement （総合研究開発機構）
83. 主要国の科学技術推進体制の特徴
(1) アメリカの特徴
a. Research and Policy Community









　米国のシステムにおいては，科学技術担当大統領補佐官（APST: Assistant to the President
for Science and Technology）の役割がきわめて重要である．「Bill (Clinton)は，科学技術で困っ
たことがあると，『Jack (Gibbons)，これはどういう意味なのか，これをどうしたらいいのか』








































































る．1993年のWhite PaperであるRealising Our Potentail: A Strategy for Sciece, Engineering and
Technology (Cm 2250) においても， リサーチ・カウンシルの構成や内部の組織構造およびリ
サーチ・カウンシルでの活動に対応する組織・運営の変更が示されてはいるが，そのpara-









出典： Intersociety Working Group    1998    AAAS Report XXIII: Research and Development FY 1999, American

















ティ，説明責任）を持つべきである，とされている．この原則は，the Head of the Central Policy
Review Staff（中央政策再調査本部長）であったRothschild卿による，1971年に公表された
報告書 The Organisation and Management of Government R. and D.（政府研究開発の組織と運
営）（報告書A Framework for Government Research and Development （政府研究開発のための
枠組み） (Cmnd. 4814) の中に含まれる）の勧告として挙げられている．1993年に出された
White Paper の Realising Our Potentail: A Strategy for Sciece, Engineering and Technology (Cm





















　現在のCSA: Government’s Chief Scientific Adviser（政府主席科学顧問官）の任務は，科学・
工学・技術の事柄に関して，the Prime Minister（首相），the Cabinet（内閣），およびthe President
of the Board of Trade（貿易産業大臣；直訳では，貿易会議議長；科学・工学・技術に関して
意味するのは，科学技術担当閣内大臣であるということである）に助言を与えるとともに，
各省横断的な科学技術の事柄に関して，他の大臣に対しても助言を与えることである．ま







and Technology Group（各省横断科学技術部門）と SEBG: Science and Engieering Base Group
（科学工学基盤部門）が設置されている．そして，TDSTGがCSAに対する事務局の機能を
果たすのに対し，SEBGはリサーチ・カウンシル等への予算配分について評価・決定する





Government-funded Science, Engineering and Technology（政府によって資金が供給される科学・
工学・技術の将来の見通し）の作成等のための各省間調整のほか，Foresight Programme







tial Awards (ROPA) scheme（潜在力の実現奨励金計画）の基本的な枠組みや全体の調整を担
当しているが，やはり，個々のプロジェクトの評価・採択にあたっては，資金を供給するリ
サーチ・カウンシルがその事務を行っている．
　1995年に，まったくの政治的理由によりOST: Office of Science and Technology（科学技術








は，当時のSecratary of State for Education and Science（教育科学大臣）に対する，リサーチ・




















































































































































































a. 権限の集中 (centralization) と実施レベルの自律性
　1982年7月に，現在の科学技術システムを形作る法律（法律第82-610号）が制定され，そ






（たとえば，エネルギー分野におけるCEA: Commissariat à l’Énergie Atomique（原子力庁）や
20









EPST: établissement public à caractère scientifique et technologique（科学的・技術的性格公施








おり，加えて，conseil scientifique（科学会議）や instances d’évaluation（評価機関）が置かれ
ることが規定されている．
　また，評価という側面ではあるが，研究公施設の運営にあたっては，たとえば，CNRS:
Centre National de la Recherche Scientifique（国立科学研究センター）におけるComité Natioanl













関であるCSRT: Conseil Supérieur de la Recherche et de la Technologie（研究技術高等会議）の
委員は，各セクターの代表者として多く選ばれている．また，研究公施設の評価を行う
















施体制に関する政策文書に対する答申を行っていた CCRST: Comité Consultatif de la Recher-
che Scientifique et Technique（科学的・技術的研究諮問委員会）は，科学的・技術的研究あ
るいは経済に関して専門能力を有する個人という資格で任命されていた．また，1995年に






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































NSTC: National Science and Technology Council （国家科学技術会議）
・設置根拠



































































Interagency Working Group on Federal Laboratory Reform （連邦研究機関改革庁際ワーキ
ング・グループ）
Interagency Working Group on Health Preparedness for and Readjustment of Veterans and their
Families after Future Deployment （将来の軍備展開後の退役軍人およびその家族の
ための保健の準備および再調整に関する庁際ワーキング・グループ）
PCAST: President’s Committee of Advisors on Science and Technology （大統領科学技術顧問委
員会）
・設置根拠














Norman R. Augustine (Vice Chairman of the Board and CEO, Lockheed Martin Corporation)
Francisco J. Ayala (Donald Bren Professor of Biological Sciences, Professor of Philosophy,
University of California, Irvine)
John M. Deutch (Professor, Department of Chemistry, Massachusetts Institute of Technology)
Murray Gell-Mann (Professor, Santa Fe Institute, R.A. Millikan Professor Emeritus of Theoreti-
cal Physics, California Institute of Technology)
David A. Hamburg (President, Carnegie Foundation of New York)
31
John P. Holdren (Teresa and John Heinz Professor of Environmental Policy, John F. Kennedy
School of Government, Harvard University)
Diana MacArthur (Chair and CEO, Dynamac Corporation)
Shirley M. Malcom (Head, Directorate for Education and Human Resources Programs, Ameri-
can Association for the Advancement of Science)
Mario J. Molina (Lee and Geraldine Martin Professor of Environmental Science, Massachusetts
Institute of Technology)
Peter H. Raven (Director, Missouri Botanical Garden, Engelmann Professor of Botany, Wash-
ington University in St. Louis)
Sally K. Ride (Director, California Space Institute, Professor of Physics, University of Califor-
nia, San Diego)
Judith Rodin (President, University of Pennsylvania)
Charles A. Sanders (Former Chairman, Glaxo-Welcome Inc.)
David E. Shaw (CEO, D.E. Shaw and Co.)
Charles M. Vest (President, Massachusetts Institute of Technology)
Virginia V. Weldon (Senior Vice President for Public Policy,Monsanto Company)


























頃までは，EDS: Ministerial Committee on Science and Technology （科学技術閣僚委員会）が



















参考のために，EDS: Ministerial Committee on Science and Technology （科学技術閣僚委員
会）が存続していた当時の委員の構成について，以下に示す．なお，この時点において



















CSA: Government’s Chief Scientific Adviser （政府主席科学顧問官）
Ministerial Foresight Group （閣僚フォーサイト・グループ）
・設置根拠
1997年10月にOSTより公表されたReport on the Whitehall Audit of the Foresight Programme
（フォーサイト・プログラムのホワイトホール監査に関する報告書）の paragraphs 23–25






















［現段階では不明であるが，おそらくOSTのTDSTG: Transdepartmental Science and Tech-





EASO: Cabinet Committee on Science and Technology （科学技術内閣委員会）
・設置根拠
［不明．Trade and Industry: The Government’s Expenditure Plans 1998-1999 （貿易・産業：
1998-1999年度政府支出計画）(Cm 3905)のparagraph 12.4に記載が見られる．］
・権限












SEBCC: Science and Engineering Base Coordinating Committee （科学工学基盤調整会議）
・設置根拠
1993年 5月に公表されたWhite Paper である Realising our Potential: A Strategy for Science,
Engineering and Technology （潜在力の実現：科学・工学・技術のための戦略） (Cm 2250)
の paragraph 3.48（パラグラフ3.48）に示されている．
・任務
［正確には不明であるが，Progress through Partnership: Report from the Steering Group of the
Technology Foresight Programme 1995 （パートナーシップを通した前進：技術フォーサイ











CSA: Government’s Chief Scientific Adviser （政府主席科学顧問官）
- 委員
DGRC，4か国の教育担当省・部の代表者，Research Councils （リサーチ・カウンシル，
研究会議）およびHigher Education Funding Councils （高等教育資金配分会議）のChief
Executives （これらの機関の行政執行の最高責任者）から構成される．なお，4か国の
教育担当省・部とは次のとおりである：
DfEE: Department for Education and Employment （教育雇用省；イングランド担当）
SOEID: The Scottish Office Education and Industry Department（スコットランド省教育
産業部）
Welsh Office Education Department （ウェールズ省教育部）
DENI: Department of Education for Northern Ireland (The Northern Ireland Office)（北ア
イルランド省北アイルランド教育部）
また，資金配分を行う研究会議および高等教育資金配分会議は，次のとおりである：
BBSRC: Biotechnology and Biological Sciences Research Council （バイオテクノロジー
生物科学研究会議）
36
ESRC: Economic and Social Research Council （経済社会研究会議）
EPSRC: Engineering and Physical Sciences Research Council （工学物理科学研究会議）
MRC: Medical Research Council （医学研究会議）
NERC: Natural Environment Research Council （自然環境研究会議）
PPARC: Particle Physics and Astronomy Research Council  （素粒子物理学天文学研究
会議）
HEFCE: Higher Education Funding Council for England （イングランド高等教育資金配
分会議）
SHEFC: Scottish Higher Education Funding Council （スコットランド高等教育資金配
分会議）
HEFCW: Higher Education Funding Council for Wales （ウェールズ高等教育資金配分
会議）






OSTのSEBG: Science and Engineering Group （科学工学基盤部門）が行う．
・開催頻度
［不明］
















OST, TDSTG: Transdepartmental Science and Technology Group （科学技術庁各省横断科
学技術部門）
- 委員
OST, Foresight Directorate （科学技術庁フォーサイト局）
DTI, Competitiveness Unit （貿易産業省競争力ユニット）



















CST: Council for Science and Technology （科学技術会議）









1993年 5月に公表されたWhite Paper である Realising our Potential: A Strategy for Science,























Cabinet Minister for Science and Technology （科学技術担当閣内大臣－現在では，貿易
産業大臣がこれに相当する） on behalf of the Prime Minister （首相の代理として）
- 副議長



































1993年 5月に公表されたWhite Paper である Realising our Potential: A Strategy for Science,
Engineering and Technology （潜在力の実現：科学・工学・技術のための戦略） (Cm 2250)




1993年5月に公表されたWhite Paper のRealising our Potential: A Strategy for Science, Engi-



































（パラグラフ 2.31））．委員は，1998年 5月現在，議長を含めて全員で16名 であり，この
数はパネル数と対応している．
- 議長






Sir Robert May (Chair), Government’s Chief Scientific Adviser and Head of OST （政府主席
科学顧問官，OST長官）;
Ronald Amann, Chief Executive, Economic and Social Science Research Council (ESRC) （経
済社会科学研究会議）;
Brian Blunden, President, Association of Independent Research and Technology Organisations
(AIRTO) （独立研究技術組織協会；36の独立した研究・技術組織から構成されて
いる）;
Sir John Cadogan, Director General of the Research Councils (DGRC) （研究会議局長；OST
の中の役職の一つである）;
John Chisholm, Chief Executive, Defence Evaluation and Research Agency (DERA) （国防評
価研究庁）;
Alistair Clark, Executive Director, Bank of England （イングランド銀行；イギリスの中央
銀行）;
Alistair MacDonald,Director General, Industry, DTI （貿易産業省）;
Ben Martin, Director, Science Policy Research Unit (SPRU) （サセックス大学科学政策研
究ユニット）;
John Sizer, Chief Executive, Scottish Higher Education Funding Council (SHEFC) （スコッ
トランド高等教育資金配分会議）;




John Monks, General Secretary, the Trades Union Council (TUC) （労働組合会議）;
Diana Warwick, Chief Executive, the Committee of Vice Chancellors and Principals (CVCP)
（大学副総長学長委員会）;
Professor Sue Birley, Imperial College and National Westminster Bank （インペリアル・カ
レッジ，ナショナル・ウエストミンスター銀行；イギリスの市中銀行の一つ）;
Roy McNulty, Chairman, Short Brothers （ショート・ブラザース；Bombardier（ボンバ
ルディア）社の子会社で，航空産業に属し，北アイルランドに本拠を置く民間企
業）;
David Normington, Director General, Department for Education and Employment (DfEE) （教
育雇用省）; and















- Agriculture, Horticulture and Forestry （農業・園芸・林業）
- Chemicals （化学）
- Construction （建設）
- Defence and Aerospace （防衛・航空宇宙）
- Energy （エネルギー）
- Financial Servces （金融サービス）
- Food and Drink （食物・飲料）
- Health and Life Sciences （保健・生命科学）
- IT, Electronics and Communications （情報技術・エレクトロニクス・通信）
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- Leisure and Learning （自由時間・学習）
- Manufacturing, Production and Business Processes （製造・生産・業務過程）
- Marine （海洋）
- Materials （材料）
- Natural Resources and Environment （天然資源・環境）
- Retail and Distribution （小売・流通）
- Transport （輸送）
また，Cross-Panel Group （パネルを交差するグループ）として，1998年 5月現在，次の
3つのグループも置かれている：
- Food Chain Group （食物連鎖グループ）
- Sensor Action Group （センサ・アクション・グループ）
- Health Informatics Working Party （保健情報科学ワーキング・パーティー）
Interministerielle Ausschuß für Wissenschaft und Forschung （科学・研究関係閣僚委員会）
　［関係閣僚委員会であって，ほとんどその詳細については知られておらず，各項目につい
て記載することが難しい．］































- Informationsgesellschaft: Chancen, Innovationen und Herausforderungen （情報社会：機会・
イノベーション・挑戦）， 1995年12月









- BLK-Abkommen: Verwaltungsabkommen zwischen Bund und Ländern über die Errichtung einer
gemeinsamen Kommission für Bildungsplanung （教育計画合同会議の設立に関する連邦
政府と州政府の行政合意），1970年 .
- Rahmenvereinbarung zur koordinierten Vorbereitung, Durchfürung und wissenschaftlichen
Begleitung von Modellversuchen im Bildungswesen （教育における試験的試みの共同準
備，実行，科学的支援に関する概略合意），1971年 .























CIRST: Comité Interministériel de la Recherche Scientifique et Technique （科学的・技術的研究
関係閣僚委員会）
　CIRSTは，前政権である Juppé（ジュペ）政権において，1996年10月3日に一度だけ再開




最初は，décret n˚ 58-1144 du 28 novembre 1958 concernant la recherche scientifique et techni-
que （科学的・技術的研究に関する1958年11月28日のデクレ第58-1144号）によって設
置された．その後，このデクレ第58-1144号を完全に改正する décret n˚ 70-728 du 5 août
1970 relatif à la coordiantion de la politique de recherche scientifique et technique （科学的・技
術的研究政策の調整に関する1970年8月5日のデクレ第70-728号），および，さらにこの
デクレ第70-728 号を完全に改正する décret n˚ 75-1002 du 29 octobre 1975 relatif à la
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coordiantion de la politique de recherche scientifique et technique （科学的・技術的研究政策
の調整に関する1975年 10月 29日のデクレ第75-1002号）（さらに，部分的に，décret n˚
78-659 du 23 juin 1978 modifiant le décret n˚ 75-1002 du 29 octobre 1975 relatif à la coordiantion






































délégué général à la recherche scientifique et technique（科学的・技術的研究総代表）
commissaire au Plan（計画特任長官）










M. Alain JUPPÉ, Premier ministre, président du Comité interministériel de la recherche scienti-
fique et technique. （首相）
- 委員
M. Jacques TOUBON, Garde des sceaux, ministre de la Justice.  （法務大臣）
M. François BAYROU, Ministre de l'éducation nationale, de l'enseignement supérieur et de la
recherche.  （国民教育・高等教育・研究大臣）
M. Charles MILLON, Ministre de la défense.  （防衛大臣）
M. Bernard PONS, Ministre de l'équipement, du logement, des transports et du tourisme.  （設
備・住宅・運輸・観光大臣）
M. Hervé de CHARETTE, Ministre des affaires étrangères.  （外務大臣）
M. Jacques BARROT, Ministre du travail et des affaires sociales.  （労働・社会大臣）
M. Jean-Louis DEBRE, Ministre de l'intérieur.  （内務大臣）
M. Jean ARTHUIS, Ministre de l'économie et des finances.  （経済・財務大臣）
Mme Corinne LEPAGE, Ministre de l'environnement.  （環境大臣）
M. Philippe DOUSTE-BLAZY, Ministre de la culture.  （文化大臣）
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M. Franck BOROTRA, Ministre de l'industrie, de la poste et des télécommunications.  （産
業・郵政・通信大臣）
M. Philippe VASSEUR, Ministre de l'agriculture, de la pêche et de l'alimentation.  （農業・漁
業・食品産業大臣）
M. Jean-Claude GAUDIN, Ministre de l'aménagement du territoire, de la ville et de l'intégration.
（領土整備・都市・統合大臣）
M. Jean-Pierre RAFFARIN, Ministre des PME, du commerce et de l'artisanat.  （中小企業・
商業・手工業大臣）
M. Dominique PERBEN, Ministre de la fonction publique, de la réforme de l'État et de la
décentralisation.  （公職・国家改革・分権化大臣）
M. Pierre-André PERISSOL, Ministre délégué au logement.  （住宅担当大臣）
M. Jacques GODFRAIN, Ministre délégué à la coopération.  （協力担当大臣）
M. Alain LAMASSOURE, Ministre délégué au budget, porte-parole du Gouvernement.  （予
算担当大臣，政府スポークスマン）
M. François FILLON, Ministre délégué à la poste, aux télécommunications et à l'espace.  （郵
政・通信・宇宙担当大臣）
M. François d'AUBERT, Secrétaire d'État à la recherche.  （研究国務長官（閣外大臣））
Mme Anne-Marie IDRAC, Secrétaire d'État aux transports.  （運輸国務長官（閣外大臣））










首相が議長を務め関係閣僚から構成されるConseil Interministériel de la Recherche Scientifi-












loi n˚ 82-610 du 15 juillet 1982 d’orientation et de programmation pour la recherche et le dévelop-
pement technologique de la France （フランスの研究・技術開発のためのオリエンテーショ
ン（方向付け）とプログラム化（計画化）の1982年7月15日の法律第82-610号）によっ
て確立され，décret n˚ 82-1012 du 30 novembre 1982 relatif au Conseil supérieur de la recherche
































a) 10人のメンバーが選ばれる．うち，4人については Comité national de la recher-
che scientifique（科学研究全国委員会，CNRSの内部的評価機関）のsections（セクショ
ン，合計40セクションからなる）の提案に基づいて選ばれ，4人については conseils










担当大臣のアレテによって定められた条件の中でcomités consultatifs régionaux de la re-





なお，現在の委員の氏名については，arrêté du 25 avril 1997 portant nomination au Conseil
supérieur de la recherche et de la technologie （研究技術高等会議への任命を行う1997年 4
月25日のアレテ）によって公表されている（ただし，このアレテのあとにも若干の委員
の変更が行われており，個々のアレテによって公表されている）．
なお，このアレテの2. (a) （すなわち，先のデクレの 2˚ a)）において代表者を出してい
る組織は次のとおりである：
Syndicat national des chercheurs scientifiques （科学研究者全国労働組合）
Conseil national du patronat français （フランス経営者全国評議会）
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Groupement des industries française aéronautiques et spatiales （航空宇宙フランス産業
組合）
Fédération syndicale unitaire （単一労働組合連盟）
Confédération française démocratique du travail （労働民主主義フランス同盟）
Confédération française de l’encadrement （管理職フランス同盟）
Confédération générale des petites et moyennes entreprises （中小企業総同盟）
Confédération générale du travail Force ouvrière （労働総同盟 労働者の力）
Confédération des travailleurs chrétiens （キリスト教徒労働者同盟）





























loi n˚ 84-52 du 26 janvier 1984 sur l’enseignement supérieur （高等教育に関する1984年 1月
26日の法律第84-52号）と，décret n˚ 89-1 du 2 janvier 1989 relatif au Conseil national de


































































人は CNRS: Centre national de la recherche scientifique（国立科学研究センター）の
directeur général（総長）の提案に基づき，2人は，INSERM: Institut national de la santé
et de la recherche médicale （国立保健医療研究所）directeur général（総長）と INRA:
Insitut national de la recherche agronomique （国立農学研究所）の president（所長）の
同時の提案に基づく．













décret n˚ 95-7 du 3 janvier 1995 relatif au comité d’orientation stratégique （戦略的オリエン
テーション委員会に関する1995年 1月 3日のデクレ第95-7号）によって設置された．
・任務
COSは，政府の選択肢を明らかにすることを可能にしながら中長期見通しの考察を示し，
研究・技術開発に関して国の政策の一貫性を保証する役割を担う．そのために，分析・総
合・助言のミッションを果たす［デクレ第95-7号第1条］．
研究担当大臣は，戦略的重要性を帯びていると思われるあらゆる質問について，COSに
諮問する．COS自体，科学政策の実施に必要な活動の領域や手段について考察を着手す
ることがきる．COSは，場合によっては，専門家に支援を求めることができる．COSは，
研究担当大臣が議会に提出する研究の戦略的オリエンテーションの年次報告の準備をめ
ざして協力する［デクレ第95-7号第3条］．
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・委員構成
研究担当大臣の提案に基づき，首相のアレテによって任命された15名で構成される［デ
クレ第95-7号第2条］．
・委員の資格
メンバーは，その能力と研究に対する利益という理由で選出され，科学コミュニティお
よび経済・社会界の中から指名される．［デクレ第95-7号第2条］．
・議長の選出方法
同じ条件にあるメンバーの中から任命される［デクレ第95-7号第2条］．
・委員の任期・再任の可否
任期は4年であり，連続して2期以上の任期を務めることはできない．また，2年ごとに
半数が更新される［デクレ第95-7号第2条］．
・事務局
事務局は，研究担当大臣の事務局（すなわち研究担当省）によって提供されることが保
証される［デクレ第95-7号第5条］．
・開催頻度
少なくとも年に2回開催される［デクレ第95-7号第4条］．
・その他（最近の活動状況）
COSは，第2次コアビタシオン（保革共存）下での保守派連合政権であるBalladur（バラ
デュール）政権の際につくられた機関である．その後，コアビタシオン解消後の保守派
Juppé（ジュペ）政権を経て，1997年6月に第3次コアビタシオンでの社会党連立政権で
ある現在の Jospin（ジョスパン）政権に交替してからは，その活動を休止させている．
